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４月

11月

４月

５月

９月

10月

12月

７月

４月

西宮町が市になる

西宮市徽章制定

今津町、芝村、大社村を合併

甲東村を合併

太平洋戦争始まる

瓦木村を合併

第１回の空襲受ける

太平洋戦争終結

西宮市歌制定

鳴尾村、山口村、塩瀬村を合併

上ケ原が全国で2番目の文教地区に

アメリカ合衆国のスポーケン市と姉妹都市提携

安全都市を宣言

文教住宅都市を宣言

市花に「さくら」を選定

西宮市平左衛門町と尼崎市西昆陽田近野を交換

市民憲章と市旗制定

西宮市総合計画開始

ブラジルのロンドリーナ市と友好協力都市提携

市の木に「くすのき」を選定

鹿児島県名瀬市（現奄美市）と友好都市提携

平和非核都市を宣言

中国の紹興市と友好都市提携

西宮市新総合計画開始

元　号

大　正

昭　和

年 月 内　容

16年

17年
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33年

36年
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44年
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46年

52年
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1.西宮市の沿革



3年

4年

7年

11年

３月

４月

１月

４月

12月

４月

高知県梼原町と友好交流提携

フランスのロット・エ・ガロンヌ県及びアジャン市と友好都市提携

兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）、震度７。 激甚災害指定

第3次西宮市総合計画開始

保健所設置市に移行し西宮市保健所開設

安全都市宣言の精神を継承した、市民生活の安全の推進に関する
条例の施行

環境学習都市を宣言

中核市へ移行

第4次西宮市総合計画開始

西宮市参画と協働の推進に関する条例の全面施行

平和市長会議に加盟

文教住宅都市宣言50周年、平和非核都市宣言30周年、環境学習
都市宣言10周年を迎え、記念事業を実施

第5次西宮市総合計画　後期基本計画開始

元　号

平　成

令　和

年 月 内　容

12年 ４月

21年 ４月

8月

４月

25年

5年

－

－

20年

15年

４月

３月

４月

第4次西宮市総合計画・基本計画　中間改定

第4次西宮市総合計画・基本計画　平成26年度改定

第5次西宮市総合計画開始

文教住宅都市宣言60周年、平和非核都市宣言40周年、環境学習
都市宣言20周年を迎え、記念事業を実施

26年

27年

31年

6年

22年
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2.第5次西宮市総合計画後期基本計画策定体制

市　長

第5次西宮市総合計画
後期基本計画検討委員会

第5次西宮市総合計画
後期基本計画策定に係る
学識経験者懇談会

副市長、局長級以上で
構成される庁内検討組織
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○後期基本計画策定に向けた
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3.第5次西宮市総合計画後期基本計画策定経過

149

（1）策定経過
年　月 市民参画等 学識経験者懇談会 市 議 会 庁　内

・第1回検討委員会

・第2回検討委員会

・第3回検討委員会

・第4回検討委員会

・第5回検討委員会

・第6回検討委員会

・総務常任委員会
所管事務報告

・市民アンケート調査
・市政モニター調査

・市民ワークショップ ・第1回懇談会

・第2回懇談会

・総務常任委員会
所管事務報告

・総務常任委員会
所管事務報告・第3回懇談会

・第4回懇談会

・全常任委員会　
所管事務報告

・後期基本計画（素案）
説明会
・パブリックコメント
（～８月）

・全常任委員会　
所管事務報告

・12月定例会　　
議案提出・可決

令和４年
６月

7月

9月

11月

12月

令和5年
1月

2月

3月

4月

5月

６月

7月

9月

10月

11月

12月

※懇談会：第5次西宮市総合計画後期基本計画策定に係る学識経験者懇談会

※全常任委員会：総務常任委員会、民生常任委員会、健康福祉常任委員会、教育こども常任委員会、建設常任委員会

※検討委員会：第5次西宮市総合計画後期基本計画検討委員会
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資料編／3. 第5次西宮市総合計画後期基本計画策定経過
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（2）市民参画等
第5次西宮市総合計画後期基本計画策定に向けて、市民等の意見を幅広く把握するために、

以下の取組を実施しました。

・無作為に抽出した18歳以上の市民5,000名
を対象に、郵送配布、郵送・インターネット
回収により実施
・有効回答率：26.4％　　　　　　　　　　
（有効回答者数：1,320名）

・第5次西宮市総合計画前期基本計画における、
各施策分野の目的達成について、現状に
おける「満足度」と今後に向けた「期待度」に
ついて調査

①市民アンケート調査（令和4年9月）

方法・対象 概　要

・令和４年度の市政モニターに就任した18歳
以上の市民477名を対象に、郵送・インター
ネットにより実施
・有効回答率：83.9％　　　　　　　　　　
（有効回答者数：400名）

・「市役所におけるデジタル化の推進」「地球
温暖化対策に対する意識と取組」「新型
コロナウイルス感染症の影響下における
意識や行動の変化」等について調査

②市政モニター調査（令和4年9月）

方法・対象 概　要

・市内に在住または通勤・通学している高校
生以上を対象に参加者を公募して実施
・参加者：39名

・「どうなる・どうするデジタル化」「地球温暖化
をなんとかしたい」「アフターコロナのくらし・
まちづくり」の3つのテーマで参加者同士が
話し合い、全員で共有

③市民ワークショップ（令和4年11月12日）

方法・対象 概　要
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・市内に在住または通勤・通学している高校生
以上を対象に参加者を公募して、市内3か所
で実施
・参加者総数：70名

・パブリックコメントの実施に向け策定した
「第5次西宮市総合計画後期基本計画（素案）」
の説明会

・武庫川女子大学生活環境学科の三宅正弘
教授による講演と参加者同士で話し合う
座談会を通じて、基本理念「文教住宅都市・
西宮」の歴史や「未来の世代へと引き継ぐ
べき西宮のまちの魅力」について共有

④後期基本計画（素案）説明会（令和5年7月22日、29日、30日）

方法・対象 概　要

・市民、市内在勤・在学者、市内で活動する
団体等を対象に、書面・インターネット等に
より実施
・意見提出者数：33名　　　　　　　　　
（意見提出件数：71件）

・「第5次西宮市総合計画後期基本計画（素
案）」について広く意見を募集し、各意見に
対する市の考え方を整理

⑤パブリックコメント（令和5年7月～8月）

方法・対象 概　要
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資料編／3. 第5次西宮市総合計画後期基本計画策定経過
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（3）第5次西宮市総合計画後期基本計画策定に係る学識経験者懇談会
第5次西宮市総合計画後期基本計画策定に当たり、各専門分野の学識経験者から意見を聴取

するため、学識経験者懇談会を開催しました。

令和4年11月9日 第1回懇談会

・座長及び副座長の選出

・後期基本計画の策定について

・アンケート結果について

第2回懇談会令和5年1月24日

第3回懇談会3月28日

※敬称略、五十音順

・財政収支見通しと事業計画

・後期基本計画の策定に当たって

・後期基本計画及びアクションプランについて
　（第1・5・6政策分野）

①開催概要

開催経過 内　容

第4回懇談会4月14日
・後期基本計画及びアクションプランについて
　（第2・3・4政策分野）

②第5次西宮市総合計画後期基本計画策定に係る学識経験者懇談会構成員名簿

絵理子

尚志

哲也

真

達郎

順二

眞理子

美智子

博志

岡

客野

倉石

佐藤

新川

西村

花田

馬場

藤井

関西大学環境都市工学部　教授

関西学院大学総合政策学部　教授

武庫川女子大学文学部　教授

関西学院大学教育学部　教授

同志社大学　名誉教授

甲南大学経営学部　教授

大阪産業大学デザイン工学部　教授

兵庫県立大学大学院　減災復興政策研究科　教授

関西学院大学人間福祉学部　教授

座長代理

座　長

氏　名 所属等 備　考
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（4）市議会
第5次西宮市総合計画後期基本計画策定に当たり、総務常任委員会を始めとする各常任委員会

において、適宜進捗の報告を行い、計画内容等について御意見をいただきました。また、「西宮市議

会の議決すべき事件に関する条例」に基づき、令和５年12月定例会に議案提出を行い、賛成多数

で可決されました。

7月
総務常任委員会所管事務報告
・後期基本計画の策定方針について

12月
総務常任委員会所管事務報告
・後期基本計画の検討について

6月

10月

12月

全常任委員会所管事務報告
・第5次西宮市総合計画後期基本計画（素案）について

全常任委員会所管事務報告
・第5次西宮市総合計画後期基本計画（素案）に対する意見提出手続き
（パブリックコメント）の結果等について

令和5年12月定例会において、「第5次西宮市総合計画・後期基本計画
制定の件」を提案、総務常任委員会での審査を経て、本会議にて可決

3月
総務常任委員会所管事務報告
・後期基本計画策定の進捗について

令和4年

令和5年

年 内　容月

※表中の「月」については、委員会等を開催した月であり、定例会開催月を示すものではない

※全常任委員会：総務常任委員会、民生常任委員会、健康福祉常任委員会、教育こども常任委員会、建設常任委員会
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実績値

資料編

参考.「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」に
 基づく西宮市の将来推計人口

（1）全市の将来推計人口について
令和5年12月に国立社会保障・人口問題研究所から「日本の地域別将来推計人口（令和5年推計）」が

公表されました。この推計は、将来の人口を、都道府県別・市区町村別に求めることを目的としたもの

で、令和2年の国勢調査を基に、令和32年までの5年ごと30年間について、男女・5歳階級別に予測して

いるものです。

これによれば、本市の将来推計人口は以下のとおりです。令和７年までは緩やかに人口減少が進みま

すが、それ以降は減少幅が大きくなり、令和32年には441,358人になると推計しています。

また、年少人口（０～14歳）は令和32年まで緩やかに減少し、生産年齢人口（15～64歳）は令和12年まで

穏やかな減少傾向が続きますが、それ以降は減少幅が大きくなると予測されています。高齢者人口（65歳

以上）は令和32年まで一貫して増加しますが、令和12年以降の増加幅が大きくなると予測されています。

（2）地域別の将来推計人口について
「日本の地域別将来推計人口（令和5年推計）」を基に、第5次西宮市総合計画 参考資料「地域別アウ

トライン」において地域分けをしている９区分の将来推計人口を試算しました。

区域分けについては、本庁地域は、面積・人口

規模等を勘案して四つに区分した上で、従来から

支所を設置している鳴尾、瓦木、甲東、塩瀬、山口

の5地域と合わせて、９地域に区分しています。

本庁地域については、JR東海道本線で南北に

区分した上で、南部については、津門・今津を

本庁南東地域、それ以外を本庁南西地域に区分

しています。北部については、地形的に分かりや

すいものとして、夙川を境界にして、東西に区分

しています。

■西宮市地域区分図

本庁
南西 本庁

南東

鳴尾

瓦木
本庁
北東

甲東

本庁
北西

山口

塩瀬

（人） 推計値 （％）

H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27 R32（年）

465,337 482,640
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68.3

16.8

14.9

7.2 8.9 10.3 12.6 12.2 11.5 11.3 11.4 11.4 11.1
15.0

14.5 13.4 15.0 15.9 16.1 17.2 19.3 22.219.4
22.7 24.6 25.4 27.0 29.6

32.9 34.4 35.1

65.6
62.8 62.0 62.4 61.5 59.1

55.7 54.2 53.8

487,850 485,587 484,472 478,834 471,620 462,768 452,587 441,358

総人口 0～14歳比率 15～64歳比率 75歳以上比率65歳以上比率



54,311 56,304 56,371 56,823

50,063

56,883 56,708 56,107 55,052 53,711
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（人） 実績値 推計値 （％）

H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27 R32（年）
0 0

10

20
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50

60

70

80

90

100

10,000

20,000

40,000

30,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

7.5 9.1 10.2 11.9

13.9 14.2 14.1 15.1 17.3
20.3

68.2
65.4 62.7 62.4 63.2 62.8 60.6

57.1 55.0 54.0

11.8 11.4 11.6 11.7 11.512.814.3 14.5 14.6
13.9

17.5
23.7 24.0 25.4 28.0

34.5

22.7

31.3 33.3

20.1

68,441 69,722
73,323 73,667 74,232 74,237 74,005 73,570 72,958 72,014

（％）

0
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20
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80

90

100
実績値 推計値

H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27 R32（年）

67.7
63.2 64.2 62.8 59.6

55.3 53.7 53.4

10.4 10.5 10.7 10.3 9.511.1
15.5 15.9

14.9 12.9

7.4 9.1 10.4 12.7

14.9 15.8 16.1 17.6 20.3
24.0

16.9
23.9 24.7 26.8

29.9
37.1

21.9

34.0 36.0

19.0

［本庁北西地域］
地域の人口は、今後、減少する見込みです。年少人口の割合は全市より高く、生産年齢人口の割合は全市より

低く推移する見込みです。高齢化率（65歳以上）は令和12年以降において全市より高く推移する見込みです。

［本庁北東地域］
地域の人口は、令和12年以降、減少する見込みです。年少人口と生産年齢人口の割合は全市より高く、

高齢化率は全市より低く推移する見込みです。

［本庁南西地域］
地域の人口は、令和12年以降、減少する見込みです。年少人口の割合は全市より低く、生産年齢人口の

割合は令和22年以降において全市より低く推移する見込みです。高齢化率は令和17年以降において全市より
高く推移する見込みです。

（人） 実績値 推計値 （％）

H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27 R32（年）

34,414
36,082

0 0
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5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

16.0 16.0 16.0

7.8 9.0 10.4 12.1 14.2 13.0 12.5 12.8 13.1 13.1

15.4 14.5 15.1 15.8 17.6
20.8 24.3

36,269 36,016 35,678 34,989 34,189 33,346 32,528 31,581

66.2 64.2 61.6 60.8 60.8 59.5 56.1
51.8 49.5 49.0

17.8
23.8 25.0 27.5

31.4
37.9

22.4

35.4 37.4

19.8

総人口 0～14歳比率 15～64歳比率 75歳以上比率65歳以上比率

総人口 0～14歳比率 15～64歳比率 75歳以上比率65歳以上比率

総人口 0～14歳比率 15～64歳比率 75歳以上比率65歳以上比率
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資料編／参考：「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」に
　　　　　　　基づく西宮市の将来推計人口

［本庁南東地域］
地域の人口は、令和7年以降、減少する見込みです。年少人口の割合は全市より低く、生産年齢人口の割合

は全市よりおおむね高く推移する見込みです。高齢化率は全市より低く推移する見込みです。

［鳴尾地域］
地域の人口は、今後、減少する見込みです。年少人口の割合は全市より低く、生産年齢人口の割合は令和

22年まで全市より低く推移する見込みです。高齢化率は全市より高く推移する見込みです。

［瓦木地域］
地域の人口は、今後、増加する見込みです。年少人口と生産年齢人口の割合は全市より高く、高齢化率は

全市より低く推移する見込みです。
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［甲東地域］
地域の人口は、令和7年以降、減少する見込みです。年少人口と生産年齢人口の割合は全市より高く、高齢

化率は全市より低く推移する見込みです。

［塩瀬地域］
地域の人口は、今後、減少する見込みです。年少人口と生産年齢人口の割合は全市より低く、高齢化率は

全市より高く推移し、令和22年以降において、高齢化率が生産年齢人口の割合を上回る見込みです。

［山口地域］
地域の人口は、今後、減少する見込みです。年少人口と生産年齢人口の割合は全市より低く、高齢化率は

全市より高く推移し、令和22年以降において、高齢化率が生産年齢人口の割合を上回る見込みです。
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